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令和 8年 3月 
2025年度カリキュラム適用以降入学生 各位 

 

外国語検定試験の成績に基づく単位認定について                               

                                  

 

１．英語について 
  下記の英語検定試験で単位認定の資格を取得した人には、全体で３単位（３科目）を上限として、これまでに単位を修得していない必修科目の単位を認定しま

す。認定された場合、その科目の成績評価は、下記の要領で９０点（S）または８０点(A)となります。 

 

＜単位認定される検定試験、並びに成績評価＞ 

１年次必修科目 EEPC I,  Integrated English,  Academic Writing I,  English Discussion 

２年次必修科目 Academic Writing II,  English Presentation,  English Reading 

 

科 目 英語検定試験 
認定された場合の成績評価 

S A 

EEPC I TOEFL iBT*1 79 点以上 78-61 点 

Integrated English,  

Academic Writing I, 

English Discussion, 

Academic Writing II, 

English Presentation, 

English Reading 

TOEFL iBT*1 95 点以上 94-72 点 

実用英語技能検定*2 1 級 準 1 級 

TOEIC L&R + S&W*3 1845 点以上 1840-1560 点 

 

*1 TOEFL iBT は TOEFL iBT Home Edition を含む 

*2実用英語技能検定は英検S-CBTを含む 

*3 TOEICの点数は、(L&Rの得点) + (S&Wの得点×2.5)の合計点とする 

 

（注意） 

１．開講年次・時期の早い科目から順次認定します。 

２．単位認定の申請には、各機関が発行する正式な書類の提出が必要です。必要書類の詳細は、各学部の掲示をご確認ください。TOEFL iBT、TOEIC L&R+S&W

は受験日より２年以内に申し出ることとします。またTOEICについては「公開テスト」によるもののみとします。 

３．申請時期は４月上旬と１０月上旬の２回です。 

４．他大学等にて外国語検定試験で取得した資格により単位認定されていた場合、同じ検定試験の資格を用いて新たに本学の単位を認定することは認められませ

ん。 

５．2026年1月21日以降にTOEFL iBTを受験した学生については、スコアレポートのスコア表記方式の変更に伴い、成績評価基準が変更となる可能性がありま

す。 

２．第二外国語について 

  下記の外国語検定試験で資格を取得した人には該当単位数を認定しますが、認定対象はそれまでに修得していない科目の単位に限られます。詳しくは第二外国

語専任教員に問い合わせて下さい。認定された場合には、その科目の成績評価は、すべて８０点（A）となります。 

【国内の団体が実施する外国語検定試験】 

試験 認定内容 

ドイツ語技能検定 3級以上→3単位   4級→2単位 

実用フランス語技能検定 準 2級以上→3単位   3級・4級→2単位 

中国語検定 3級以上→3単位   4級→2単位 

スペイン語技能検定 3級以上→3単位   4級→2単位 

 

【CEFR（欧州評議会が打ち出した「ヨーロッパ言語共通参照枠」）の運用能力指標に準拠した試験】 

試験 認定内容 

ゲーテ・インスティトゥート ドイツ語検定試験 Gœthe-Zertifikat  B1→2 単位  Gœthe-Zertifikat  B2、C1-C2→3 単位 

TestDaf（外国語としてのドイツ語テスト） TDN3～5→3 単位 

フランス国民教育省・フランス語資格試験（DELF／DALF） DELF B1→2 単位        DELF B2～DALF C1-C2→3 単位 

フランス語学力テスト(TCF) B1→2 単位           B2、C1-C2→3 単位 

漢語水平孝試（HSK） 3 級→2 単位           4 級～6 級→3 単位 

外国語としてのスペイン語検定試験（DELE） DELE B1→2 単位        DELE B2、DELE C1-C2→3単位 

（注意） 

・3 単位認定の場合は、各言語「I」「II」「異文化理解のための○○語」を対象とします。 

・2 単位認定の場合は、各言語「I」「II」を対象とします。 

・申請時期は 4 月上旬と 10 月上旬の 2 回を予定しています。 

（認定例） 

  1 年生の 1 学期に「ドイツ語 I」を履修して B の成績をもらい、3 学期に単位認定の申請をした場合 

独検 3 級を取得→残りの 2 科目が A 認定     独検 4 級を取得→「ドイツ語Ⅱ」１科目のみ A 認定 

３．申請について 
【提出書類】 

① 検定試験等に基づく単位認定希望申請書 

② 資格取得及び成績を証明できる書類（TOEFL、TOEIC については受験日より２年間以内のもののみ有効） 

   ※コピー不可。原本（紙媒体）を提出すること。（窓口で確認後返却します。）また、英語・第二外国語の単位認定は在学中に合計 10単位まで。 

【提出期間】  

令和 8 年 4月 1 日（水）～4月 8日（水）17：15（※期限厳守） 
（①、②の書類は、同時に、かつ余裕をもって早めに提出すること。） 

【提出場所】 教務係窓口（管理棟 1階）／郵送での申請も受け付けます。 ※締切日必着 

４．単位認定の内定について  単位認定の結果については、学生メールで連絡します。 

５．TOEFL iBTのスコアレポート（成績を証明できる書類）提出方法の変更について（2026年春以降受験者） 
 2026年春以降に TOEFL iBTを受験する学生については、無料スコアレポートの廃止に伴い、スコアレポートの提出方法が変更されます。 

(次ページに続く) 
 



 2 / 2 

 

10月上旬の申請より、無料スコアレポート廃止以降に受験をした学生は「TOEFL Accessオンラインスコアサービス」による提出を原則とします。 

提出期間までに、下記の「TOEFL 公式スコア送付先」にスコアが届くように、受験日前日午後 10時までに ETS アカウントからスコア送付手続きをしてください。

受験申込時に送付手続きを行わなかった場合は、速やかに送付手続きを行ってください。 

なお、TOEFL Accessオンラインスコアサービスでスコアレポートを提出した場合でも、所定の申請期間内に「単位認定希望申請書」を窓口に必ず提出してください。

申請書の受理をもって単位認定をします。 

※送付手続きが正しく完了し、試験自体にも問題がなければ、本学では受験日から約 8 日後にオンラインで公式スコアを確認できます。 

※提出期間前に送付手続きをすることは可能です。 

※無料スコアレポートの廃止日は確定次第、SIRIUS掲示板にてお知らせします。 

〇TOEFL公式スコア送付先：受験申込時に以下の送付先情報を入力してください。 

• 工学部：Koganei Student Support Office , Tokyo University of Agriculture and Technology DI（Designated Institution）コード：G235 
 

 


